
  
 

 
 

 

 

 

 

 
 
☆万一の際の準備は大丈夫？！旅行業法・安全管理の基礎知識・能力を 

身に付けよう！ 
☆スタディツアーを活発に行う団体から、満員御礼ツアーに必要な広報・運営

の仕方を学べます！ 
☆自団体のツアーの強みと弱みを知って、より良くしよう！ 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜関東＞ 

日時：2012 年 2 月 11 日（土）、12 日（日） 両日 10〜17 時  
場所：JICA 地球ひろば（東京）    TEL：03-3400-7717（JICA 地球ひろば） 

最寄り駅：地下鉄日比谷線広尾駅（3 番出口）徒歩 3 分  

＜中部＞ 

日時：2012 年 2 月 18 日（土）、19 日（日） 両日 10〜17 時 
場所：JICA 中部センター（名古屋）    TEL：052-533-0220（JICA 中部/名古屋地球ひろば） 

最寄り駅：名古屋臨海高速鉄道あおなみ線ささしまライブ駅下車 徒歩 5 分、各線名古屋駅下車徒歩 13 分

････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 
参加資格：国際協力 NGO・NPO（任意団体含む）のスタディツアー担当者 

研修参加費：無料 

お申込み先：裏面の申込み用紙に記入の上、2 月 3 日までに下記事務局までお送りください。 

スタディツアー研究会 （特活）草の根援助運動内 〒235-0036 横浜市磯子区中原 1-1-28、3F  

    E-mail： HTstar@p2aid.com T H   FAX：045-774-8075 

定員：各会場とも 20 名 （ 申込み先着順。2 日間参加を前提とし、両日参加可能な方から受け付けます。

参加希望者が多い場合は１団体１名となります。） 

主催：スタディツアー研究会、JICA 広尾センター地球ひろば 後援：国際協力 NGO センター（JANIC） 

※このセミナーは JICA 委託事業としてスタディツアー研究会が実施するものです。 

 初めてスタディツアー
を実施する団体は 

ぜひとも参加しなくちゃ！ 

参加者が集まらず開催を
断念してきた団体に

もおススメだよ！ 

 
担当者が変わって、 

今年から引率・ツアー
計画をつくるスタッフも、 

この研修は見逃せないね！ 

 
 

 豪華なゲスト講師で、 
参加費が無料！ 
裏面もチェックしてね！ 



＜研修プログラム＞ 

※上記プログラムは変更になることもあります。 
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＜研修申込書＞ ※メールでご連絡いただく場合も、以下の情報を記載の上、お申し込み下さい。 

＜1 日目＞ 

午前 

 

午後 

参加者自己紹介・アイスブレーク 

「NGO スタディツアーの現状と課題」 データに基づき現状と課題を把握します。 

休憩 

「旅行業法と安全管理①」 旅行業法を知らなくて大丈夫？万が一の時の備えはありますか？プロから 

安全管理を教えてもらえます。 

コメンテーター：株式会社 風の旅行社 原 優二氏（関東） 株式会社マイチケット 山田和生氏（中部） 

「旅行業法と安全管理②」 グループ作業で危機管理プランを作成します。 

参加者＆講師親睦会  ※親睦会の費用は参加者の自己負担となります。 

＜2 日目＞ 

午前 

 

 

 

午後 

「効果的なツアー広報・運営①」 長年活動している団体、新しい団体からそれぞれのニーズに合わせた 

ツアー運営を学びます。あなたの団体ならではの広報の仕方を見つけて下さい。

ゲスト講師：認定NPO 法人シャプラニール＝市民による海外協力の会、NPO 法人CFF ジャパン（関東） 

財団法人 PHD 協会、NPO 法人 CFF ジャパン（中部） 

「効果的なツアー広報・運営②」 グループ作業で広報計画作成 

休憩 

「スタディツアーの評価」 自分の団体の、ツアーの強みと弱みを知ろう。あなたの団体の強みは現地の人

にとっても本当に強みですか？ 

研修のまとめと振り返り 

ふりがな 

氏 名 
                              所属団体名： 

連絡先 TEL：              FAX：             Email： 

参加希望会場 2/11-12 東京（       ）、 2/18-19 名古屋（      ） 

参加可能日程 （  ）両日ともに参加可能、（  ）1 日目のみ参加可能、（  ）2 日目のみ参加可能 

今回の研修への期待など 

 

 

○講師紹介 
U原優二 U：（株）風の旅行社代表取締役。ネパールやモンゴル

等で体験型ツアーを実施。顧問としてスタディツアー研究会研

設立時から、安全管理や旅行業法で専門家の視点からアド

バイスを戴いている。NGOツアーの旅行企画も多数引きうけ

ている。 

U山田和生 U：（株）マイチケット代表取締役。1982 年より、大手

旅行社が決して取り扱わないオルタナティブツアーに取り組

んできた。現在では 30 以上の国と地域にツアーメンバーを送

り出している。NGOとも協働してセーフトラベルセミナー、合同

説明会を毎年開催している。 

U田中博 U：スタディツアー研究会副代表。1997 年にSTAR研を

設立。ピースボート、NPO法人ヒマラヤ保全協会等でスタディ

ツアー実施に 20 年以上関わる。近年は参加型評価専門家と

して、NGOの組織・事業評価に携わっている。 

U認定NPO法人シャプラニール＝市民による海外協力の会U：1972 年に設

立された日本の国際協力ＮＧＯ。バングラデッシュ、ネパールで経済

発展や開発から「取り残された人々」を中心にして支援活動を行っ

ている。82 年からバングラデッシュ、ネパールでスタディツアーを継

続的に実施している。 

UNPO法人CFFジャパン U：世界の子どもたちの支援と青少年育成を

目的として活動する。フィリピン・マレーシアでのワークキャンプが、

毎回盛況になる広報テクニックは、昨年度研修で公開され出席NGO

から賛辞の声があがった。 

U財団法人ＰＨＤ協会 U：1981 年に設立。アジア、南太平洋地域から研

修生を招聘し、研修後のフォローアップを通して、草の根の人々に

よる自立した村づくりと生活向上を図る。ネパール、インドネシア、タ

イへのスタディツアーを毎年実施。ビルマ、フィリピン、スリランカでも

行う。 

※スタディツアー研究会：1977年に発足したネットワーク団体。現在は、代表を米山敏裕（NPO 法人ＬＩＦＥ/地球の友と歩む会、事

務局長）、事務局をNPO 法人草の根援助運動が担当。スタディツアーの質的向上により、地球市民の育成をはかり、開発協力に寄

与することを目的に活動。安全管理、感染症対策などのテーマで研修を行ってきた。2011 年に実施した研修の報告書も販売中。



 


